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１．ＲＳ２３２Ｃ出力（非絶縁）

電 気 的 特 性 ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃに準拠
通 信 方 式 全２重
同 期 方 式 調歩同期式
伝 送 速 度 ９６００ｂｐｓ
スタートビット １ビット
デ ー タ 長 ７ビット
誤 り 検 出 偶数パリティ
ストップビット ２ビット
デ リ ミ タ ＣＲ／ＬＦ
文 字 コ ー ド ＡＳＣＩＩコード
伝送制御手順 ＤＳＰのみ
使 用 信 号 名 ＴＸＤ（送信），ＲＸＤ（受信），ＲＴＳ（送信要求），ＣＴＳ（送信許可），

ＳＧ（シグナルグランド）

２．結 線

本器は、送信（ＴＸＤ）、受信（ＲＸＤ）、送信要求（ＲＴＳ）、送信許可（ＣＴＳ）およびシグナル
グランド（ＳＧ）の５本を使用し、他の制御信号を使っていません。

また、ＲＳ－２３２Ｃは規格上様々な使用形態があり、コンピュータによってはコネクターのピン配
置、制御信号のコントロール方法など異なりますので、お使いのコンピュータのマニュアルでご確認
下さい。

コンピュータ 本 器
ＴＸＤ ＲＸＤ
ＲＸＤ ＴＸＤ
ＲＴＳ ＣＴＳ
ＣＴＳ ＲＴＳ
ＳＧ ＳＧ

３．ＲＳ－２３２Ｃの応答の確認方法

Windows についているハイパーターミナルを使用してください。使用方法は以下の通りです。

①「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ハイパーターミナル」で起動

します。
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②「新しい接続」のダイアログが出たらキャンセルします。

③「ファイル」→「プロパティ」を開きます。

④「接続方法」のボックス内を「Ｃｏｍ１へダイレクト」にします。
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⑤さらに、「電話番号」タブの「モデム設定」を開きます。通信条件を次のように設定します。

・ボーレート：９６００ ・データビット：７ ・パリティ：偶数

・ストップビット：２ ・フロー制御：ハードウェア

⑥プロパティに戻り「設定」のタブを開き、この中の「ＡＳＣＩＩ設定」を開きます。

⑦「ＡＳＣＩＩの送信」「ＡＳＣＩＩの受信」のすべてのチェックボックスを有効にします。この

チェックボックスの内容は実際に通信をおこないながら変更してください。
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⑧設定が終わったら、「ＯＫ」をクリックしてプロパティを閉じてください。

⑨テキストボックスに命令後を入力して機器と通信をおこなってください。

表示画面例
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４．コマンドおよびフォーマット

ホスト側 本器側
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
D S P C

R
L

F _ _ _ _ _ 0 . 2 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

「表示値が０.２で判定がついてない状態」を表しています。
P H _ 2 5 0 . 0 _ H I _ _ _ _ C 2

「ピークホールドモード（ＰＨ）で表示値が 250.0、判定は
ＨＩ、チャンネル２の結果」を表しています。

< = _ 2 5 0 . 0 _ H I _ _ _ _ C 3

「表示オーバーで直前の値が 250.0、判定はＨＩ、チャンネ
ル３の結果」を表しています。

_ _ _ １ 5 0 . 0 _ H I _ L O _ C 5

「表示値が 150.0、初期荷重除去前にチャンネル５で終了し
た」事を表しています。

荷重

時間

ﾁｬﾝﾈﾙ ﾁｬﾝﾈﾙ ﾁｬﾝﾈﾙ ﾁｬﾝﾈﾙ ﾁｬﾝﾈﾙ
１ ２ ３ ４ ５

ＤＳＰ命令

ﾁｬﾝﾈﾙ５測定値と GO、HI-NG、LO-NG のいずれか

ﾁｬﾝﾈﾙ４測定値と GO

ＲＳ－２３２Ｃ
ﾁｬﾝﾈﾙ３測定値と GO

出力

ﾁｬﾝﾈﾙ２測定値と GO

ﾁｬﾝﾈﾙ１測定値と GO


